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最
近
五
十
年
支
那
学
界

の
IE
I顧
(
四
)

①

四
'
蒙
古
帝
国
と
元
朝

蒙
古
時
代
暮は
極
東
と
西
洋
と
の
問
の
複
雑
な
関
係
の
篤
に
'
非

常
に
多
-
の
聾
者
の
興
味
の
封
象
と
な
っ
た
時
代
で
あ
る
｡
こ
の

時
代
の
史
料
は
'
そ
れ
以
前
の
時
代
の
そ
れ
と
は
大
に
趣
を
異
に

し
て
居
て
'
支
部
人
の
著
述
で
は
不
充
分
な
の
で
'
あ
ら
ゆ
る
方

面
の
歴
史
家
'
就
中
回
教
徒
の
歴
史
家
を
も
之
に
参
加
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
｡
箕
際
の
所
'
蒙
古
帝
国
に
関
す
る
我
々
の
智
鼓

は
主
と
し
て
こ
れ
等
の
歴
史
家
か
ら
得
た
も
の
で
あ
る
｡
R
ach
id･

td･din.
A
bou
l･G
h
az)'.
K
h

ond6
mi
r
,

N
essawi
等
が
そ
れ
で
あ

り
て
t
か
の

d.O
hsson
の
蒙
古
史

(r
H
istoire
d
es
M
o
n
g

ots

depu
is
T
ch
in
g
u
iz
･
K
h
an
Ju
Squ}y
T
im
our
be
y
ou
T
at

m
erlan
.1
86
2
)

は
之
等
を
そ
の
根
本
資
料
と
し
て
居
る
.
支
部

①

の
記
録
は
t
P
eltiot
氏
が

M
arquart氏
の
著
述
に
紬
し
て
は
つ

ア

ン

リ

･
マ

ス

内 内

藤 藤

耕

戊 次

中 部

共

韓 ＼

普
-
指
摘
し
た
如
-
'

1
度
之
を
組
織
的
に
研
究
す
る
と
き
は
訂

正
を
飴
儀
な
-
さ
れ
る
鮎
が
若
干
あ
る
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
｡

証6
)凹
教
徒
.
印
度
及
び
欧
洲
中
世
の
研
究
に
展
す
る
様
な
串
頚
は
割
愛

す
る
｡

◎

P,Petliot,
A

p
r
o
p
?

s
d
es
C
o
m
ans
(コ
マ
ン
に
就
て
).
J
.

as,,1
9
2
0
(
X

V
)
.
)2
5
･
)
8
5
.

併
載
.

J,
M
arquart
.

U

eb
er
d
a
s
V
o
tkstum
d

er
K
om
anen

(
コ
マ
ン
の
閥
風
に
就
て
).
A
b
h
,

k,
G
es,
W
iss.
G
6ttin
gen.

X
ltⅠ.
)9)4.
25･238,
併
載
｡

①

支
部
の
記
録
に
よ
っ
て
t
H
ow
orth

は
九
世
紀
か
ら
今
日
に

至
る
迄
の
蒙
古
通
史
の
基
礎
を
築
-
こ
と
が
出
奔
た
｡
然
し
乍
ら

概
し
て
既
に
研
究
さ
れ
た
所
は
主
と
し
て
成
育
思
汗
並
び
に
そ
の

初
期
の
後
櫓
者
等
が
偉
略
を
行
っ
た
Jq
t
蒙
古
帝
園
を
饗
設
し
た
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◎

抄
し
た
時
期
に
裁
て
で
あ
る
0

7
八
二
九
年
既
に

P.BIcTurin
は

蒙
古
の
正
史
1
元
史
の
最
初
の
教
章
を
覇
詳
し
て
居
る
が
'
そ
の

◎

後
同
じ
資
料
に
よ
っ
て
'
成
育
思
汗
の
侍
記
を

D

oug-as氏
及

び

K
rause
氏
が
再
び
課
し
た
o
元
史
よ
-
苗
-
十
三
世
紀
の
中

モト

頃
に
'
原
は
蒙
古
語
で
書
か
れ
て
居
た
二
つ
の
著
述
が
あ
る
が
'

今
日
で
は

一
二
六
三
年
頃
出
爽
た
支
部
人
の
詩
文
し
か
遭
っ
て
居

な
い
｡
そ
の
1
些
冗
朝
秘
史
で
'
こ
の
書
物
に
は
別
に
漢
字
を
以

て
蒙
古
文
の
各
シ
ラ
ブ
ル
の
撃
晋
を
表
は
し
た
完
本
が
あ
る
｡

こ

④

の
島
本
に
よ
っ
て

P
oZd
neevは
蒙
古
語
の
原
文
を
復
原
し
た
.

他
の
一
は
成
育
思
汗
及
び
竃
潤
台
の
遠
征

二

二
〇
二
-
一
二
四

こ

の
歴
史
'
草

冗
聖
武
親
征
録
で
あ
る
｡
二
つ
と
も
希
楓
教
の

④

恰
院
長

Paflad
iu
s
に
よ
っ
て

7
八
六
六
年
及
び

1
八
七
七
年
に

⑥

露
西
亜
語
に
課
さ
れ
'
更
に
最
近
で
は
那

珂
遁
世
の
日
本
語
の
部

課
が
あ
-
'
そ
れ
に
は
重
要
な
略
侍
も
附
加
へ
ら
れ
て
居
る
｡
こ

れ
等
の
根
本
資
料
の
外
'
成
育
思
汗
と
同
時
代
の
支
部
の
将
軍
孟

⑦

班

二

二
四
四
年
授
)
の
手
記
で
あ
る
蒙
鍵
傍
線
は
V
asiliev
に

◎

よ
っ
て
諸
さ
れ
た
し
､
B
retsc
hneid
er
は
西
方
亜
細
亜
遠
征
に

閲
す
る
支
部
の
文
献
の
抜
翠
を
作
っ
て
居
る
｡
そ
の
他
の
事
件
で

研
究
さ
れ
て
居
る
の
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
｡

即
ち
爪
唾

へ
の

⑨

壌
征
は

G
r.eneveldt
把
よ
少
'
十
三
世
紀
に
宰
典
赤
が
買
南

⑩

を
組
按
し
た
こ
と
は

V
i
ssitle
氏
に
よ
-
'
ビ
ル
マ
へ
の
遠
征

㊥

(
一
二
七
七
Ⅰ
】
三
〇
〇
年
)
は

H
ub
er
に
よ
っ
て
夫
々
研
究
さ

れ
て
居
り
'
又
東
京
を
曹
-
の
間
征
服
し
た
話
は
同
時
代
の
'
支

部
人
と
関
係
の
あ
っ
た

一
安
商
人
の
小
菅
に
書
か
れ
て
居
-

i

こ
の
書
物
で
は
こ
の
征
服
の
話
が
最
も
主
要
な
部
分
を
占
め
て
居

⑯

る

I

Sainson
氏
の
研
鐸
が
あ
る
O
軍
事
的
遠
征
の
外
に
は
研

究
さ
れ
た
も
の
は
殆
ん
ど
無
い
.
唯
行
政
に
裁
て
は
こ
の
時
代
の

聖
旨
の
或
る
も
の
を

C

havannesと
lvanov
氏
が
課
し
て
公

⑩

に
し
て
居
る
｡

註①
H
,H
ow
o
rth
.
H
istory
of
the
M
on
go
ls
from

th
e

I

X
th
to
th
e
X
tX
th
C
entury
.
)876･79.

6
)P
.

Hyac
.
B
3
2h
r)fn.
ⅠstorJ.ja
p

erv
ykh
群
tyrekh
khano
v

～

iZ
d
o
m
a
C
in
gi
sov
a
(成
曽
思
家
の
最
初
の
四
汗
の
歴
史

)
.

)829
.

◎
R

,

K
,D
ou
gl
as,T
he
life
cf
Jen
gh
iz･K
h
a
n
(
成
育
思
汗
).

)87
7.

K
rau
se,
C
in
g
is
H
an
(成
青
息
汗
).
)9
22
,

④
P
oz
d

neev.
T
ransk
rip
c
iJfa
p
aleo
grafi訂
sk
ago
teksta

J

uankca?
m
i女
(元
朝
秘
史
の
古
文
書
的
庶
文
の
韓
寓
).
)844,

(
石
坂
)

′l

◎
P
atladius,
Starin
n
oe
M
on
g
olsk
o
e
skaZan
ie
o
C
in
g

is･
45



454

kh
ane(成
青
息
汗
に
騒
す
る
蒙
古
語
の
古
博
琴

､
M
im
.
M
is
s,

6
cc
).
ru
sse
d
e
P
6kin
.
tV
.
1866.
)･259
併
載
｡

′ヽ

S
tarin
n
o
e
K
)'taJrskoe
skazanie
o
C
in
gi
S･kh
an
e
(成
青
息

汗
に
的
す
る
漢
文
の
古
停
詑
).
P
ub】.
F
a
c.
L
.
orient.
U
n
iく
.

S
t･P
6
te
rs
b
o
u
r
g.
)
8
7
7.

)
4
9
･2
6

6,
所
載
｡

◎
那
珂
通
せ
'
成
青

息
汗
箕
錬
'

1
九
〇
七
年
.

⑦
V
a
siliev
.
Isto
rija
i
d
r
evn
o
s
ti
vostoqcn
o
j
Easti
S
re
d
n
e
j

A

Zi二
中
央
亜
和
恵
東
部
の
歴
史
と
遺
牡

).
2
)6･236
,

@
E
,
B
r
etsc
h
neider.
N
otic
e
s
o
n
th

e
m
ediaeval
geog
r
a
･

p
h
y
an
d
h
istory
o
f

C
en
tral
an
d
W
estern

A
si
a

d
raw
n
fro
m
C
hin
ese
and
M
o
n
g
o
t

w
n
tJn
g
s.
and

com
p
ared

w
ith

th
e
ob
servatio
n
s
o
f

w
este
rn

auth
o
r
s
o
f
th
e
M
jd
d
le･a

g
e
L

,
N
.C
h
,
B
r,
ro
y
.As
.

S
o
c
,.)
8
7
6.
7
5･80
7.
併
載

O

@
G

roen
evetd
t.
T
h
e
exp
edition
o
f

th
e
M

ongols
a
･

gaJ'n
st
J
a
va
in

1293.C
h
.
R
ev,,
I

V
,
246･254.所
載

o

⑳

A
.
V
issib
re
.

B
io
g
rap
h
ic
d
u

S
ey
y
id
E
d
je
ll
d
.a
p
r
t
s

l

e
Y
u
an
ch
e
(元
史
に
よ
る
琴
典
赤
の
博
記
)
M
issio
n
d
.

OLlonne.
R
ech
erch
es
su
r
le
s
m
u
su
lm
an
s
c

h
in
ois
,

)9
tt.
25
･8
9
所
載
O
同
上

40
ム
9
,
93L
t).
)4
tL
65,参
撫

@
E
d
,
H
u
b
er,
L
a
fin

d
e
la
d
y
n
a
stic
d
e
P
agan
,
a
p
,

f
tu
d
e
s
in

d?
c
h
inoises､
V
I.(パ
ガ
ン
朝
の
末

路
へ
印
度
支
那

研
究
第
六
啓
附
鋲
)

B
.E
.E.E
.0
.､
4909
.
6
8
干
68
0
,
併
載
O

⑳

Sa
山n
so
n
.
N
g
a
n
n
･nann
･t
ch
e･tuo
(安
南
紀
略

).
)8
96
.

⑲
C
h
avan
nes.
In
scrip
tion
s
et
p
ieces
de
c
h
anceIIeri
e

c
h
in
o
ises
d
e
I.i
p
o
q
u
e
m
o
n
go
te
(蒙
古
時
代
に
於
け
る
支

那
の
聖
旨
碑

),
T
p
.,

)90-,
35
7
･
4
6

7

;
190
5.
T
4
2
;

)

90
8.

297
･428
.
所
載
｡

lvano
v
.
O
fic
i3'atn
y
j
a
d
o
ku
m
enty
D
yn
astii
J
uan
na

k
itaj

skem

jazy
k
e

(
済
文
の
元
朝
公
文
書
).
M

6m
.
S
oc.

im
p
.
russe
A
rch
601.
X
V
t
t.
所
載
.

支
部
史
全
部
を
通
じ
て
さ
ケ
で
あ
る
如
く
'
こ
の
時
代
に
於
て

も
西
方
JJ
の
細
係
に
就
て
の
研
究
が
最
も
多
-
硯
は
れ
て
居
る
O

十
三
世
紀
並
に
十
四
唯
紀
に
は
'
高
部
電
細
歪
の
道
は
'
大
汗
の

宮
廷
に
在
席
す
る
多
数
の
旗
行
者
'
即
ち
臣
下
の
諸
王
'
使
節
'

侍
導
師
'
商
人
等
の
遍
歴
す
る
研
と
な
っ
た
｡
そ
れ
は
必
ず
し
も

知
名
の
士
ば
か
-
と
は
限
っ
て
居
な
か
っ
た
｡
そ
の
こ
と
は

R
u･

bru
qu
is

が
カ
ラ
コ
ル
ム
で
散
っ
た
と
い
ふ
か
の
巴
塵
の
金
銀
細

工
商
や
'
或
は
叉
私
用
で
放
す
る
商
人
達
'
例

へ
ば

B
atd
u
cci

p
egO
-otti
の
様
な
数
多
の
マ
ル
コ
･
ポ
ー
ロ
が
あ
っ
た
こ
と
.で
も

明
か
で
あ
る
｡
そ
し
て
こ
の
様
な
旗
行
者
に
は
'
先
づ
'
あ
ら
ゆ

る
種
類
の
東
洋
人
が
あ
っ
た
.
山
東
の
隈
楢
か
ら
オ
ク
サ
ス
河
の

畔
に
居
た
成
青
息
汗
の
所
ま
で
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
夫
の
道
士
邸
塵
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①

横

(
長
春
'

7
二
二
1
-
7
二
二
g
I牛
)
や
'
最
後
か
ら
二
番
目

の
女
虞
皇
帝
の
使
節
吾
寛
孫
仲
端

(
一
二
二
〇
-
一
二
二

一
年
)

や
'
或
は
旭
烈
冗
の
バ
ク
ダ
ッ
ド
奪
取
を
報
告
す
べ
-
蒙
古
に
追

◎

は
さ
れ
た
常
徳
(
1
二
五
九
1
7
二
六
〇
年

)-

B
retschn
eider

が
そ
の
物
語
を
都
浮
し
て
居
る
-
や
'
更
に
叉
'
駅
西
か
ら
メ
ソ

③

ポ
ク
ミ
了
に
来
て
長
老
と
な
っ
た
夫
の
景
教
の
伶
-

C
habot
氏

が
そ
の
紀
行
を
課
し
て
居
る
1
の
如
き
が
そ
れ
な
の
で
あ
る
｡
次

に
'
こ
れ
等
の
旗
行
者
に
は
西
方
人
も
亦
決
し
て
砂

-

な

か

っ

た
｡
被
等
の
手
記
は
ず
つ
と
以
前
か
ら
そ
の
大
部
分
は
識
ら
れ

て

居
て
'
幾
度
も
版
に
な

-
'
且
註
樺
を
附
し
て
辞
さ
れ
て
居
る
.

Jean
P
hn
d
e
C
arp
.'n
二

二
四
五

-
1
二
四
七
年
)
と

Ru･

④

bruquis二
二
五
三

-
1
二
五
四
年
)
の
も
の
は

Rockhiltが'◎

ア
ル
メ
-1
ヤ
王
H
ethoum
一
世
二

二
五
四
年
)
の
も
の
は

K
-ap
･

⑥

roth
と

B
retschn
eid
er
が
'
最
も
有
名
且
富
要
な

M
arco

⑦

Po
1.
の
も
の
は

P
authier
が
(
悌
蘭
西
語
の
原
語
で
)
'
攻
で

⑦Y

ul
e
什

C
o
rd
)+er
(
英
語
)
が
t
O
d
o
ric
d
e
P
erdenooe
(
1
三

1
八
年
)
と

J.u
rd
ain
d
e
S
iv
erac
(
1
三
二
三
年
)
の
も
の
は

◎

⑨

C
ordier
が
t
leaロ
de
C
ora
二
三
三
〇
年
頃
)
の
も
の
は

la?

q

uet
が
課
し
て
居
る
.
以
上
の
も
の
よ
-
も
つ
と
短
い
も

の
で

妊
t
K

han
bal
iq
(北
京
)
の
司
教

M
o
n
tec.rvin.

の
書
翰

(
1

三
〇
五
年

)'
22aytoun
(
泉
州
)
の
司
教

A
n
d
r6
d
e
P
&
ou
se
の

書
翰
(
一
三
二
六
年
)
t
M
arig
n
oE
の
手
記
及
び
P
eg
O-otti
の
噂

話
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
記
述
(
十
四
世
紀
の
中
頃
)等
が

Y
ul
e
の

C
ath
ay
and
th
e
W

ay
T
hither.
)866
(
H
.
C
ord
ier
の
訂
正

第
二
版
'

)
九

]
五
-
]
六
年
)
の
中
に
掲
げ
ら
れ
て
居
る
.
こ

の
著
の
序
文
は
希
望
峰
襲
見
以
前
の
支
部
欧
羅
巴
問
の
陸
路
に
於

け
る
関
係
の
綜
合
的
研
究
を
形
づ
-
つ
て
居
る
｡

証①
長
春
の
旗
行
記
'
西
併
記
は
全
部

P
at!ad
iu
s
に
よ
っ
て
辞
さ
れ
て

居
る

.
T
rav.
M
i
ss.
f
cct.
r.
p
6k
in
.
)866.
併
載
｡

◎
B
retsch
n
eid
e
r,
N
ote
s
o
n
C
hinese
m
edfaevat
traveT

lers
to
th
e
W
est.
C
hin.
rec,.
)874,所
載

O
(
M

edi
･

a

eval
researc
hes
f

ro
m
As
iatic

sources
.
)

8
8
8
に
再
び

所
掲
)

@
C
habot.H
)tsto
ire
d
e

M
ar
Jabataha
tit.
patrJ'a
rc
he

d
es
N
eston+en
s
‥
-
･(景
教
大
長
老
'
マ
ル
･
ジ
ャ
バ
ラ
ハ
侍
),

)
8
9
5
.

@
R
ock
h

ilI.T
h
ej
ourney
o
f
W
iltiam
of
R
ubru
q
u
is
to

the
eastern
p
a
rts
o
f
th
e
W
o
rtd
(
)
25
3
･1
25
4
)
.

as

narrated
by
h
im
se-f,
w
it
h
tw
o
accounts
o
f
the

earli
er
jou
m
cy
o
f
Jo
hn
o
f
P
lan
d
e
C
ar
pine.)
9
0
0
,

Plan
d
e

C
arp
in
の
手
記
は
d
.A
v
e

zac

に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
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て
居
る

.
Retatio
n
d
e
s
M
o
n
g
o
ts
on
T
artares
pa
r
te

F
rt
re
J
e
an
d
u

P
lan

d
e

C
a
rp
in

(
同
数
の
倍

､
ジ
ャ
ン
･

デ

イ

ユ
･
プ
ラ
ン
･
ド

･
カ
ル
バ
ン
の
蒙
古
或
は
鞄
艶
手
記
)
･･････

p
ub
li6e
d.ap
rbs
les
m
ss,
de
L
eyde.
de
P
aris.
d
e

L
o
n
d
re
s
(
レ
I
F
t
巴
里
'
倫
敦
侍
導
骨
出

版
)
.

)

8
3
8
.

⑤
K

laproth,
V
o
y
a
g
e

d
u

p
ieu
x
ro
)'
d
e
s
A
rm
6
niens

H

eth
Oum
auprts
de
B
atou
et
de
M
a
n
g
o
u

K

han

(
ア

ル
メ

ニ
ア
王

へ
ツ

ー
ム
の
故
都
及
び
蒙
寄
汗
図

へ
の
版
行
).

N
ouv
L

.
as,.
(
Ⅰ.
x

ii(
)

8
8
8
)
所
載
｡

A
rg
u
tin
sk
l+j

の
露

西
怨
語
語

に
よ
る

.

⑥
B
re
tsc
h
n
eid
e

r.
T
h
e

jo
u
r
n
ey

o
f
H
a
.:th
o
n
.

ap.
N
o
ti･

ces
of
th
e
m
e
d
ia
evat
tra
v
eu
ersL

,
N
,
C
h
.由

rL
876･

併
載

｡

⑦

P
authier.
L
e
Li
vre
de
M
ar
co
P
olo
(マ
ル
コ
･
ポ
ー
ロ

の
書
)1
86
5
,

Y
u
le
､
T

h
e

B
o
o
k
of
S
ir

M

arco
P
olo
J

t
8
7
J
,
8rd･

ed.､C

o
rd
ie
r
校
訂
'
】
9
0
3
･

㊥
C
o
r

dier.
L
e
V
o
yage
en
A
s
ie
d
u
b
ie
n
h
e
u
reux
frb
re

O
d
o
rJ.c
d
e

P
e
rd
e
n
o
n
e.
religi
eux
d
e

S
a
in
t
･F
ran
so
ts

(空
フ
ラ
ン
シ
ス
浜
の
安
倍
オ
ド
ワ
ッ
ク
･
ド
･
ベ
ル
ド
ノ
ー
ヌ
の
亜

細
鵡
版
行
).
)

8
9
)
;
L
es
M
erve
itles
de
A.As
ie
p
ar
te

P

.

J
o
u
rd
a
in
C
ata
ta
n
山
d
e

S
6
v
drac
(
ジ
ユ
ル
ダ
ソ
･ド
･
セ
ヴ

ェ

ラ
ツ
ク
著
'
窮
細
並
の
驚
異
)
.

)
9
2

5.

@

Jacquet.
L
e
Li
vre
d
u

G
ra
n
d
C
a
a
n
d
e
J
e
a
n

d
e
C
o
rn

(ジ
ャ
ン
･ド
･
コ
テ
の
大
汗
閥
物
語

)
N
o
u
v.
J
.

as.,
)8
3
0
.

67･72.
併
載
O

基
督
教
徒
の
旗
行
者
は
通
-
す
が
-
の
故
人
ば
か
-
で
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
-
'
中
に
は
重
要
な
基
督
教
徒
が
居
た
の
で
あ
る
｡

①

㊤

彼
等
の
足
跡
を

P

alladius
は
見
付
け
出
し
て
居
-
t
P
etliot
氏

は
そ
れ
を
更
に
詳
細
に
明
に
し
た
.
景
教
の
教
倉
は
支
部
に
於
て

は
略
々
唐
と
共
に
滑
威
し
た
け
れ
ど
も
'
中
央
東
紬
東
に
は
ず
つ

と
存
摸
し
て
居
て
'
蒙
古
時
代
に
於

ては
暗
什
噂
爾
'
葉
蘭
蒐
'

蘇
州
'
(K
achgar,
Y
arkand,)
唐
克
特

(T

anch
et)

の
司
教
直

等
夏
や
カ
ン
パ
ヮ
ツ
ク
(
K
hanbal
)tq
今
の
北
京
)
等
に
そ
の
教
合

が
あ
っ
た
｡
叉
黄
河
の
北
'
天
徳
軍
(T

end
uc)
の
地
方
に
於
て

彼
等
景
教
徒
は
有
力
な
地
盤
を
持
っ
て
居
た
｡
と
5
ふ
の
は
夫
の

注
苗
特
族
(O
n
gu
t)
は
十
二
世
紀
末
以
来
基
督
教
徒
に
な
っ
て
居

少

'
更
に
北
方
の
北
部
蒙
古
に
於
て
克
烈
亦
暢
族

(
K
i
rait)
も

基
督
教
徒
に
な
っ
て
居
た
か
ら
で
あ
る
｡
中
世
に
於
て
あ
ん
な
に

損
が
つ
た
夫
の
ジ
ャ
ン
大
司
教
の
侍
詮
が
起
っ
た
の
は
此
廃
か
ら

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
他
'
同
信
教
徒
園
は
支
部

の
方
々
の

町
に
存
雀
し
て
居
た
o
そ
れ
に
就
て

G
ile
s.M
ou
le

両
氏
は
特

に
其
の
中
の
7
つ
を
通
報
'
7
九

7
五
年
､
六
二
七
-
六
八
六
買
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所
載

C
hn
+s
t
ia
n
s
at
C
h
e
n
も
h
7'ang

fu
(鎖
江
府
)
に
於
て
研
究

し
て
居
る
｡
加
特
力
の
侍
導
師
達
も
'
彼
等
の
側
か
ら
云
へ
ば
い

-
ら
か
改
宗
を
し
て
'
亦
カ
ン
パ
リ
ツ
ク
及
び
ザ
イ
ト
ン
(K

haI

u
baliq
北
京

t

Zaytoun泉
州
)

に
致
尾
を
持
ち
'
そ
の
他
の
支

③

郡
の
町
々
に
於
て
教
倉
を
持
っ
て
居
た
.
陳

垣
氏
が
言
っ
て
居
る

棟
に
'
支
部
が
そ
の
主
役
を
演
じ
て
居
る
所
の
西
洋
と
極
東
と
の

交
渉
は
か
-
の
如
-
絶
え
ず
存
在
し
て
居
た
の
で
あ
っ
た
｡

蒙
古
の
皇
帝
の
中
に
は
西
洋
の
色
ん
な
君
主
と
公
の
関
係
を
有

し
て
居
た
者
が
あ
っ
て
'
彼
等
の
交
換
し
た
手
紙
の
或
る
も
の
は

◎

現
在
穣
っ
て
居
る
O
A
bel
R6
m
u
ast
は
既
に
こ
の
問
題
'
就
中

悌
蘭
酉
王
に
関
す
る
も
の
に
就
て
研
究
し
'
そ
の
阿
見
揮

(
阿
魯

揮
)
(
A

lgh
Oun)よ
-
フ
ィ
リ
ッ
プ
四
世
に
宛
て
た
手
紙
_の
7
つ

①

を
公
に
し
て
居
-
t

P
ell
iot
氏
も
亦
最
近
法
王
廉
記
録
保
存
所

の
記
録
の
原
文
に
よ
っ
て
こ
の
間
題
に
手
を
着
け
始
め
た
o

註①
P
a
l)a
d
iu
s.
T

races
O
f

christia
r)3ty
Jfn

M

o
n
g
o
tia

a
n
d

Chin
a
in
t

h
e
X
tIfth
C
en
tury,

Chin,
rec
,
I
t875,

1
0
4
L
L
3
.
所
載
.

◎

P
ellio
t.
C
h
r
itien
s
d
.As

i
e
centrat
e
et
d
.E
xtre
m
e-

Orjent
(中
央
並
軸
並
及
び
極
東
の
基
督
教
徒
).

T
p
..
)9]

4.

623
･6
4
4
.
併
載
O

㊥
陳
垣
'元
西
域
人
華
化
考
'簡
単
季
刊
二

九
二
三
年
併
載
)

(
漢
文
).

④
R
6m
u
sat.
M
6
m

oires
sur
l
e

s
relatio
ns
po
litiqu
es
d

es

p
rln
C
e
S
Ch
r6tien
s
et
p
articu
litrem
ent
d
es
rois
de

F
ran
ce
avec
tes
e
m
p
e
re
u
r
s
m
ong
o
ts
(基
督
教
徒
君
主
'

特
に
悌
蘭
西
王
と
蒙
古
皇
帝

と
の
政
治
的
鯛
係
の
研
究
)
.

1

822.

◎
P
eth'o
t,
L
es
M
ongol臥
eこ
a
P
ap
a
u
t6

(
蒙
古
人

と
蘇
馬
法

王
J

R
e
v
,
d
e
I
.
O

r
ie
n
t
c
h
r6
t,.
r
lI.
i
)ri.
(
X

X

I
I
l)
.
N
.S

】-
2(]
9
2

1｡･28
).
p
1
8
･
30
,

所
載

｡

M

o
n
g
o
ts
et
P
ap
es

au
x
X
ltte
et
X
I
V
e
s
iか
d
e
s
(十
三
'
四
位
に
於
け
る
蒙
古
人

と

羅
塙
法
王
).
C
o
m
pt

es
ren
d
u

s
A
cad.
in
sc.
eモ
b
.声

)922,p
.

4
1.
52･53.
23
†

23･5.
268
･269,
所

載
'
参
照

.

玉
.
近
代
及
び
現
代
の
支
部

十
五
億
紀
以
降
の
支
部
の
歴
史
は
'
最
も
多
-
慮
々
の
挿
話
が

①

取
り
扱
は
れ
た
時
代
の
歴
史
の
1
つ
で
あ
る
｡

D
elam
arre師
は

通
鑑
綱
目
の
第
三
の
部
分
1
こ
れ
は

7
七
三
九
年
に
勅
命
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
補
遺
の
部
分
で
､
明
朝
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
～
の

部
課
を
始
め
た
が
'
そ
の
年
分
二

三
六
八
年
-

]
五
〇
五
年
迄
)

し
か
成
就
し
な
か
つ
た
｡
蒙
古
人
放
逐
の
こ
と
は
ど
の
歴
史
家
も

未
だ
手
を
着
け
て
居
な
い
が
'
蒙
古
人
が
沸
教
に
改
宗
し
た
歴
史

◎
は

H
uth
把
よ
っ
て
西
蔵
語
よ
り
聯
課
さ
れ
て
居
る
.
別
に
十
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七
世
紀
迄
の
東
方
の
豪
盲
人
に
就

ては
そ
の
国
の
歴
史
家
薩
嚢
小

③

徹
辰
(S
an
ang
S
etsen
)
の
書
が
あ
-
t
S
ch
m
idt
が
課
し
て
居

る

0註

●

①

D
elam
a
rr
e,
H
)･sto
l･r
e

d

e
la
d
y
n
aJs
-
ie

M

i
ng
eom
p
os6e

au
tem
p
s

de
l
'E
m
p
e
r
e
ur
K

h

ian⊥
ou
n
g

(乾
隆
帝
の
時

代
に
編
纂
さ
れ
た
叩
代
の
牌
史

).
)865,

㊤
H
uth
､
G
esch
ich
te
d

es
B
ud
d
h
ism
u
s
in
d
e
r
M
o
ロ
g?

lei
(蒙
古
係
数
史

).
)893･94,

@

S
c

h
m
idt.
G
esch
ich
te
d

er
O
stm
o
n
golen
･･････
verf
asst

von

S
san
altg

S
set
s

en
(匪
轟
小
微
展
着

'
東
部
蒙
古
史
)
･

)

82
9
.

①

清
洲
人
の
支
部
征
服
に
就
て
は
常
時
既
に
神
父

M
a

rtini
に

よ
っ
て
述
べ
ら
れ
'
次
で
次
の
世
紀
に
は
帥
父

d
e
M
a
E
a
の
書

①

③

に
よ
っ
て
紳
父

Jo

uveが
物
語
っ
て
居
る
.

叉

Jo
hn
Ross師

は
支
部
の
資
料
に
よ
っ
て
そ
の
詳
細
な
物
語
を
公
に
し
た
｡
征
服

に
就
て
の
赤
裸
々
な
劇
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
､
現
場
目
撃
者
の
語
っ
た

④

楊
州
の
奪
取
(
〓
ハ
四
五
年
)
は

A

ucoult
氏
に
よ
っ
て
課
さ
れ

て
居
少

'
文
明
の
段
落
､
清
洲
人
の
侵
略
の
原
因
と
な
っ
た
夫
の

①

李
日
成
の
乱
拭

K
hrapo
vickij氏
に
よ
っ
て
'
清
洲
朝
の
起
漁

◎

と
そ
の
種
族
の
牽
群
地
に
就
て
は

G
o
r

s
k
ij
に
よ
っ
て
研
究
さ

れ
た
.
清
と
い
ふ
国
訳
を
探
っ
た
こ
の
王
朝
の
正
史

は
存

在

せ

⑦

す
'
諸
皇
帝
の
箕
録
は
稿
本
の
ま
1

で
遭
っ
て
居
る
｡
年
代
記
と

し
て
は
官
修
で
な
い
も
の
が
唯

1
つ
布
衣
す
る
の
み
だ
が
'
併
し

そ
れ
は
盲
文
書
の
記
録
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
'
十

①

九
世
紀
の
後
年
に
単
著
王

先
譲
が
著
は
し
た
十
朝
東
筆
録
が
即
ち

そ
れ
で
あ
る
.
こ
れ
は
こ冗
釆

1
八
六

1
年
迄
の
こ
と
を
書
い
て
あ

る
の
だ
が
'
同
治
帝
二

八
六
二
-
一
八
七
二
年
)
に
就
て
の
百
草

よ
-
成
る
蹟
篤
が
附
い
て
居
る
.

1
方
'
公
の
記
録
を
編
纂
し
た

も
の
や
軍
事
的
遠
征
の
報
昔
等
並
び
に
同
株
の
私
撰
の
著
述
の
刊

行
さ
れ
だ
も
の
も
少
-
な
い
.
十
九
世
紀
後
年
に
関
す
る
も
の
1

立
派
な
書
目
を

P
etliot
氏
は
作
っ
て
居
る
0
(
a
,E
.F
.E
.0
,.
)9

08.
686･689し
こ
れ
等
の
中
研
究
さ
れ
た
も
の
は
唯

1
つ
し
か
な

i
.
そ
れ
は
聖
武
記
と
題
す
る
､
清
朝
の
戦
役
史
の
短
い
摘
要
で

①

1
八
四
二
年
朝

漁
に
よ
っ
て
著
は
さ
れ
'
最
近

T
ch
an
g
Ti
en

が
そ
の
後
を
承
け
て
一
八
七
五
年
迄
続
け
た
｡
こ
の
書
物
の
或
る

部
分
の
部
課
や
要
約
は
色
ん
な
聾
者
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ

て
居

ち
.
即
ち
､
l
m
bautt･H
uartが
〓
ハ
四
八
年
及
び

】
七
八
三
年

の
甘
帝
の
回
教
徒
の
乱
'
同
光
中
の
ツ
ン
グ
ー
ス
の
乳
'
ネ
バ
ー-

ル
及
び
ビ
ル
マ
征
服
の
部
分
を
t
lvan
ovsk
iJ.
が
西
赦
征
服
を
'
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P
ark
er
が
阿
片
戟
革
の
部
分
を
課
し
た
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
｡

託①
M
artin
i.
D
e
betIo
tartaric
o
historia
(確
執
戦
記
),
16
5
4
,

@
V
o
jeu
d
e
B
runem
(Jo
uve
d'E
m
b
ru
n
j.
H
isto;r
e
de

la
conquete
d
e

la
C
h
ime
par
teS
T
a
r
tares
M
an-

ch
o
eoux
(蒲
洲
韓
担
人
の
支
那
征
服
史
).
)754,

@
R
o
ss.
T
he
M
an
c
hus
or
th
e
reignin
g
D
yn
asty
o
f

C
hina.
th
eir
ri
se
and
p
ro
g
ress.
)8
9
1.

@

A
ucou
rt.
J

o
urnal
d'un
bo
u
rg
eo
;s
d
e

Y
ang
-tch
eou

(
一
楊
州
人
の
日
記
)
.

(
)654),B
･E
.F
,E
.0
,.
)9
0

7.2
9
7･
3
42.

所
載
｡

①
K
rapovic
kij,
Soby
tija
p
ri
pad
en
ii
M
in.
g
sk
o
i
d)+nastii

(明
朝
衰
亡
期
に
際
し
て
の
事
件
).
T
rav.
M
iss.
6cc1.
ru
sse

P
6k
in
.
IZ
Ⅰ､
)8
5
7.
併
載
O

㊥
G
orSk
ij.
N
aTal
o
i
p
ervyja
deta
M

an
cYju
rsk
ag
o
d
o
m
a

.(購
洲
王
家
の
初
期
の
事
情
に
就
て
).
伺
上
t
t
85
2
;
O
n
acv
al
e

predhov
n
yntenejd
山
nastii
i
o

n
asranijakh
M
artSju

r
skago

narod
a.
(活
朝
の
孤
先
の
起
源
及
び
満
洲
族
の
組
成
-

に
就
て
).
固
上
t
t
85
2
,

⑦

A
u
rousseau.
P
E
,F
.E
,0
,.
X
ti

(
)9)2).
ix.
72･75.
節

載
｡

㊥
王
党
務
は
こ
の
著
述
を
縮
む
に
常
っ
て
賓
錬
館
の
基
惨
た
る
彼
の
聴

一
筆
を
利
用
し
た
O
こ
の
表
題
は
薄
良
雄
の
作
っ
た
同
様
の
年
代
記
､

兼
筆
録
か
ら
借
-
た
も
の
で
'
こ
の
名
前
は
箕
錬
館
が
北
京
の
東
軍

門
の
傍
に
裁
っ
た
伊
か
ら
凍
て
居
る
O

㊥
Zm
baul
T
H
uart.
N
o
tzfce
sur
la
vi.e
et
leS
oeuvres

d
e
O
ue.i
Y
u
an
(

親
蛎
の
侍
記
並
び
に
そ
の
著
作
に
就
て
の
小

誌
).
J,
as..
)
8
8
1.
2
6
8
-
2
6
7.
所
載
O

弼
課
さ
れ
た
章
節
の
日

銀
は

C
o
rdier
の

B
ib
tio
th
eca
Sinica.
6
3
2･633.
に
あ
る
O

清
朝
の
初
め
の
二
百
年
間
に
は
夫
の
中
央
韮
細
亜
征
服

I
JJ

①

れ
に
就
て
は
'
Im
bauF
H
uart
が
興
味
透
る
記
録
を
集
め
て
居

①

-
'
叉

M

aurice
C
ourant
氏
は
詳
細
に
こ
の
間
宙
を
論
じ
て

居
る
I

と
い
ふ
事
件
以
外
に
は
殆
ん
ど
重
要
な
間
宙
は
無
-
'

種
っ
て
こ
の
期
問
は
従
釆
比
較
的
等
閑
に
附
せ
ら
れ
て
居
た
.
之

に
反
し
て
現
代
に
閲
す
る
研
究
は
非
常
に
多
い
の
だ
が
'
こ
こ
に

は
私
は
そ
の
中
の
最
も
重
要
な
海
自
に
裁
て
'
両
も
そ
の
重
な
る

も
の
を
し
か
奉
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
｡
先
づ
造
光
帝

二

八
二

⑦

7
1

7
八
五
〇
年
)
の
治
世
は

G
titZtaff
に
よ
っ
て
逃
+(
ら
れ

て
居
る
.
そ
の
次
の
威
塁
帝

二

八
五

l
-
1
八
六

一
年
)
の
時③

代
に
起
っ
た
太
平
天
国
の
大
乱
は
'
事
件
嘗
時
い
く
つ
か
の
作
品

と
な
っ
て
現
ほ
れ
て
居
-
'
そ
の
中

N
o
rth
⊥
Uh
in
a

H
eral
d
.

)858･
所
載
の

M
ed
hurst
の
論
文
及
び

C
h
in
a
M

ai
).
)852･

5
3

所
載
の

M
ilne
の
論
文
に
は
'
そ
の
数
多
の
記
録
の
中
'
叛

徒
の
聖
書
と
云
ふ

+(き
も
の
が
課
さ
れ
て
居
る
の
が
面
白
い
O
更
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に
降
っ
て
'
経
-
か
ら
二
番
目
の
皇
帝
の
治
世
に
於
け
る
帝
国
の

④

行
政
組
織
は

M
ayer-

紳
芸

.an
g
と
に
よ
っ
て
･@
#
朝
滅

亡
直
前
に
於
け
る
文
武
官
吏
の
採
用
試
験
制
度
は
神
父

Z
i
に
よ

①

っ
て
'
及
び
そ
れ
等
の
改
革
に
裁
て
は

P
e
lli.t
氏
に
よ
っ
て
述

⑦

'(
ら
れ
た
.
叉

B
lan
d
と

Zlackh
ou
se
は
西
太
后
養
殖
の
伴
を

7
部
分
支
部
の
記
録
に
よ
っ
て
描
き
出
し
て
居
る
.
験
有
馬
の
影

響
で

1
八
九
八
年
'
光
緒
帝
が
企
て
た
帝
政
改
革
の
試
み
は
神
父

㊥T
o
bar
が
課
し
た
公
文
書
を
見
れ
ば
具
に
そ
の
経
緯
を
辿
る
こ
と

が
出
乗
や
う
.
叉
こ
の
試
み
の
破
局
的
終
末
に
就
て
は
康
有
馬
の

弟
子
梁
啓
超
が
常
に
活
々
と
描
き
出
し
て
居
る
が
'
こ
れ
は

一
部

④

分

H
･
Maspero
氏
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
.
革
命
直
前
の
支
部
は

⑩

⑯

A
･

Maybon氏と

E

d.R
ottachと
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
'
革
命

⑩

⑲

そ
の
も
の
は

B
tan
d
氏
が
'
よ
-
簡
潔
に
は

P
elliot
氏
が
述
べ

⑭

て
居
る
｡

贋
束
革
命
家
の
首
領
孫
逸
伽
の
役
割
は

C
a邑
ie
氏
が

書
い
て
居
-
'

1
方
皇
帝
の
辞
位
及
び
共
和
国
の
宣
言
に
関
す
る

⑯

⑯

最
も
重
要
な
公
式
記
録
は
F
.
R
oy
氏
が
'革
命
家
の
綱
領
は

Au･

C.urt
氏
が
課
し
て
居
る
.
衰
惟
軌
の
ク
ー
デ
ダ
ー
は
彼
の
死
後

⑯

二

九

7
六
年
)直
ち
に
G
a
JOn
氏
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
O
そ
れ
以

後
の
混
沌
た
る
無
政
府
戦
乱
状
態
は
未
だ
に
そ
の
路
-
を
告
げ
な

㊥

い
の
で
あ
る
が
'
そ
の
中
の
主
な
事
相

をば
GeorgeMaspero

氏
が
簡
潔
に
的
課
し
て
居
る
｡

鼓6
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m
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su
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録
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①L
atourette
氏
が
研
究
し
て
居
る
｡
十
九
世
紀
の
軍
事
的
遠
征
は

諸
家
の
筆
を
唆
っ
た
の
で
あ
る
が
'
阿
片
戦
争

二

八
四

〇
-
四

1
年
)
及
び
東
京
事
件
を
研
究
す
る
歴
史
家
は
未
だ
出
て
居
ら
ず
'

逸
話
的
物
語
を
除
け
ば
'
前
者
に
裁
て
は

C
h
in
ese
R
ep
osito
ry

㊥

所
載
の
諸
論
文
'
後
者
に
関
し
て
は
A
,
B
ittot
の

1
つ
の
著
述
が

あ
る
に
止
る
｡
併
し
そ
の
他
で
は

一
八
五
八
年
及
び

一
八
六

〇
年

⑩

の
悌
英
遠
征
は

H
･C.rdier
に
よ
っ
て
蓮

'(
ら
れ
'

日
清
戟
事

に
就
て
言

へ
ば
'
日
本
の
参
謀
本
部
の
公
式
報
告
が
覇
課
さ
れ
て

⑪

居
る
.

1
九

〇
〇
年
の
事
件
を
巧
-

1
つ
に
纏
め
る
こ
と
は
仲
々

困
難
で
あ
る
が
'
色
々
の
方
面
か
ら
観
た
も
の
は
少
-
な
い
｡

拳

⑫

匪
の
乱
は

d.A
n
th
ouard
氏
と

C
lem
en
Iy
と
に
よ
-
'
北
京
の

⑲

公
使
館
襲
撃
は

Martin
氏
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
居
る
L
t

⑭
P

u
tnam

W
eales

氏
の
手
紙
些
言
ふ
に
及
ば
ず
'
昔
時
欺
薙
巴

の
諸
新
聞
に
硯
は
れ
た
支
部
に
関
す
る
多
-
の
論
詮
に
至
っ
て
は

虞
に
赦
拳
に
達
が
無
い
｡
(
未
完
)

`
註①
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金
石
文
の
辞
亭
編
纂
方
針
に
裁
て
の
l
試
轟

近
来
支
部
に
於
て
甲
骨
文
や
金
石
文
の
研
究
が
盛
に
な
る
に
つ
れ
て
金
石
文
の
文
字
の
形
態
を
示
す
馬
に
作
ら
れ
た
字
引
の
鞘
は

十
指
に
飴
る
程
で
あ
る
が
'
そ
れ
等
は
い
づ
れ
も
そ
の
検
索
の
方
法
が
現
在
の
漢
字
か
ら
引
-
様
に
出
禿
て
居
る
0
従
っ
て
或
る
金

石
文
の
文
字
を
見
て
そ
れ
が
現
在
の
ど
う
い
ふ
漢
字
に
相
雷
す
る
も
の
か
を
知
ら
う
と
す
る
場
合
に
は
非
常
に
不
便
で
あ
-
'
路
に

分
ら
な
い
場
合
も
屡
々
あ
る
と
い
っ
た
有
様
で
あ
る
｡
蓋
し
金
石
文
は
現
行
文
字
の
如
-
書
が

7
足
し
て
居
ら
な
か
っ
た
-
､
同
じ

字
で
も
色
々
な
書
き
方
が
あ
っ
た
-
し
て
之
を
組
織
的
に
順
序
立
て
1
並
+(
る
事
が
非
常
に
困
難
な
篤
に
'
金
石
文
の
方
か
ら
引
け

る
字
引
の
必
要
を
ば
誰
も
が
感
じ
て
居
な
が
ら
未
だ
に
之
を
能
-
し
な
い
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
っ

そ
こ
で
私
は
不
完
全
な
が
ら

之
に
封
し
て
の
1
つ
の
思
ひ
付
き
を
掲
げ
て
見
や
う
と
思
ふ
.
そ
れ
は

1
口
に
言
へ
ば
線
の
ク
ロ
ス
並
び
に
線
の
靖
の
数
に
よ
っ
て

金
文
の
字
を

並
べ
や
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
.
其
原
則
を
簡
傑
書
き
に
す
る
と
'

1
.
｢
型
ク
ロ
ス
の
数
'

二
'
T
字
型
ク
ロ
ス
の

敬
二

二
'
十
字
型
ク
ロ
ス
の
数
'
四
'
四
つ
以
上
の
線
の
集
っ
て
居
る
ク
ロ
ス
の
数
'
五
'
線
の
尖
端
の
数

(
鮎
は

一
と
見
倣
す
)

ヽ

ヽ

ヽ

六
'
互
に
交
る
所
の
な
い
線
の
グ
ル
ー
プ
の
数
o
(
例

へ
ば

川と
い
ふ
字
些

二
つ
'

回は
二
つ
'

弓は
1
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
)
之

等
の
数
二

つ
も
な
い
時
は
○
)を
数
字
で
並
べ
て
'
そ
の
数
字
に
よ
っ
て
検
索
す
る
こ
と
は
例
の
四
角
携
喝
等
の
方
法
と
同
様
で
あ

る
｡
印
刷
の
都
合
上
今
偶
に
現
代
の
漢
字
で
例
を
示
す
と
弓
は
6
0
0
0
2
)

息
は
5
0
2
0

8
5
と
い
ふ
工
合
で
あ
る
｡
6
0
0

2
)
を

6
,2
1

5

0
2
0
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を
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2
,8
5

と
い
ふ
風
に
終
-
の
二
字
だ
け
を

I
で
区
切
っ
て
O
を
省
い
て
も
い
1
と
思
ふ
｡
勿
論
こ
の
方
法
で
は
仲
々
適

用
の
困
難
な
字
も

出
て
乗
る
か
も
知
れ
な
い
｡
大
方
の
御
教
示
を
得
て
完
全
な
方
法
に
達
す
る
事
が
出
来
れ
ば
幸
で
あ
る
｡
(
内
藤
)
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